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自
主
財
源

37.4％

依
存
財
源

62.6％

町税

繰入金

8億1,941万円（26.0％）
皆さんに納めていただく税金で、町民税、
固定資産税、軽自動車税など

2億407万円（6.5％）

5,000万円（1.6％）

町の貯金にあたる財政調整基金などから
繰り入れるもの

地方交付税 10億6,500万円（33.7％）
町税で賄いきれない財源を補うために国から
交付されるもの

県支出金 1億8,539万円（5.9％）
特定の事務事業に対し、県から交付されるもの

その他 1億6,874万円（5.3％）

繰越金
前年度からの繰越金

1億625万円（3.4％）その他

衛生費 4億9,492万円（15.7％）
保健事業、環境衛生のために使われる経費

公債費 3億2,159万円（10.2％）
道路や学校などの整備のために借り入れた
お金を償還するための経費

教育費 2億6,005万円（8.2％）
学校教育、社会教育、社会体育のために
使われる経費

土木費 1億3,899万円（4.4％）
町道の新設、改良、補修や町営住宅の維持管理
のために使われる経費

議会費 4,193万円（1.3％）
議会の運営のために使われる経費

その他 517万円（0.2％）

（　）内は構成比

民生費 8億6,760万円（27.5％）
社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉
のために使われる経費

消防費 1億7,514万円（5.5％）
消防活動、防災対策のために使われる経費

農林水産業費 2,424万円（0.8％）
農林業の振興のために使われる経費

国庫支出金 2億6,630万円（8.4％）
特定の事務事業に対し、国から交付されるもの

町債 2億9,200万円（9.2％）
建設事業などの財源に充てるため借り入れるもの

商工費 3,759万円（1.2％）
商工業の振興、観光事業のために使われる経費

総務費 7億8,994万円（25.0％）
人件費、庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、
税金の徴収、選挙などに使われる経費

　当町のまちづくりの基本となる、令和２年度の当初予算が３月定例議会で決まりました。
　今年度の一般会計の予算額は３１億５７２万円で、歳入では、分担金及び負担金や町税などの減収が見込まれたものの、
町債や繰入金などが増加し、歳出では、公債費や民生費が減額となったものの、衛生費や消防費が増加したことにより、前
年度と比較すると、５，２５５万円（１．７％）の増額となりました。
　限られた財源の中で徹底した事務事業の見直しを行い、重要度の高い事業に効率的かつ重点的に予算配分を行った結果、
予算規模は拡大しましたが、これは、安心・安全なまちづくりのための各種工事などの普通建設事業が増加したことによる
ものです。一方、新規の町債発行額は、公債費の元金償還額を下回らせることにより、一定の財政規律を確保しました。

◎歳　出 ◎歳　入

３１億５７２万円（前年度比　＋1.7％）
一　般　会　計

特　別　会　計

 問合せ 　企画財政課企画財政担当　☎６６・３１１１　内線２２１

国民健康保険特別会計
７億6,477万円

（前年度比　△9.4％）

介護保険特別会計
７億1,788万円

（前年度比　△0.4％）

後期高齢者医療特別会計
１億1,043万円

（前年度比　＋3.2％）

※事業の執行にあたっては、限られたお金を有効に使い、
町民生活の向上を図り、効率的な行財政運営に努めてまい
ります。

【自主財源と依存財源】…町が自主的に収入できる財源を自
主財源といい、国や県の制度により定められた額が交付され
たり、割り当てられたりする収入を依存財源といいます。

令和2年度当初予算の概要令和2年度当初予算の概要 町民とともに進める
　　　　　まちづくり


